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我が国の歯科における病診連携システムの現状は，患者を開業医から連携
地域基幹病院へ紹介する一方通行のシステムでしかなく，欧米のシステムと
は異なっている。大学病院や地域基幹病院では，専門治療の必要のない患者
も抱え込み，効率的な専門診療に支障をきたす場合がある。一方，紹介元は
治療経過報告書を受け取るだけで，多くの場合患者は歯科診療所には戻らな
い。国は効率的な医療を求めており，今後病診連携のあり方が重要となるが，
開業医も基幹病院も連携に習熟していない。この様な背景から，開業歯科医
が使いやすく，かつ大学病院や地域基幹病院としても患者紹介率向上につな
がるPCと携帯端末を利用した病診連携システムJOMNETを開発した。

JOMNETの特徴は，開業歯科医が疑問に
思う口腔癌境界病変を含む粘膜病変につ
いて，診断と治療のセカンドオピニオンを
聞くことが出来るサポートシステムで，イン
ターネット環境があれば特に装置や設備
投資が不要な点にある。基幹病院では，
早期から患者の動向をつかむことが出来
き，真に専門診療の必要な患者さんを確
保して計画的な診療に繋がる。
現在JOMNETは，関東圏で試験実施して
おり，今後システムを公開して広域利用を
目指す。


